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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月8日(2010.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を投写表示するためのプロジェクタ本体と、前記プロジェクタ本体を遠隔操作する
ためのリモートコントローラと、を備えるプロジェクタであって、
　前記リモートコントローラは、
　操作者の入力操作を許容するユーザインタフェースと、
　前記ユーザインタフェースを介する前記操作者の入力操作に基づいて、前記プロジェク
タ本体を制御するリモートコントローラ部と、
　前記プロジェクタ本体との間の双方向の通信を実行するリモートコントローラ側通信イ
ンタフェースと、
　前記リモートコントローラ部の制御に基づいて、前記ユーザインタフェースに対応する
ユーザインタフェース画面を表示する第１の表示部と、
を備え、
　前記プロジェクタ本体は、
　前記リモートコントローラとの間の双方向通信を実行するプロジェクタ本体側通信イン
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タフェースと、
　前記プロジェクタ本体側通信インタフェースを介して受信した前記リモートコントロー
ラからの情報に応じて、前記プロジェクタ本体の操作を制御するとともに、前記リモート
コントローラからの情報に応じて、前記リモートコントローラに送信すべき情報の送信を
制御する前記リモートコントローラ操作制御部と、を備える
　ことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項２】
　請求項１記載のプロジェクタであって、
　前記リモートコントローラは、さらに、
　台形歪補正用画像を含む台形歪補正設定画面を生成して、前記第１の表示部に供給して
表示させる台形歪補正部を備え、
　前記台形歪補正部は、前記ユーザインタフェースによって入力された前記操作情報に対
応した変形情報を生成し、前記変形情報に基づいて前記台形歪補正用画像の輪郭を変形し
た画像を生成して前記第１の画面に表示するとともに、前記変形情報を前記リモートコン
トローラ側通信インタフェースを介して送信する
　ことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項３】
　請求項２記載のプロジェクタであって、
　前記台形歪補正部は、前記リモートコントローラ部の制御に基づいて、前記リモートコ
ントローラ側通信インタフェースを介して受信した、前記プロジェクタ本体の投写画像に
対応する対応投写画像に基づいた前記台形歪補正用画像を生成する
　ことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項４】
　請求項２または請求項３のいずれか一つに記載のプロジェクタであって、
　前記リモートコントローラは、さらに、
　前記対応投写画像を表示する第２の表示部を備える
　ことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれか一つに記載のプロジェクタであって、
　前記リモートコントローラのユーザインタフェースは、前記第１の表示部の画面上に設
けられたタッチパネルを含む
　ことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれかに記載のプロジェクタであって、
　前記リモートコントローラの前記リモートコントローラ部は、前記プロジェクタ本体か
ら前記リモートコントローラ側通信インタフェースを介して送信されるアプリケーション
を実行することにより実現される
　ことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項７】
　請求項６記載のプロジェクタであって、
　前記リモートコントローラは、前記リモートコントローラ側通信インタフェースとして
動作可能な通信インタフェースを備える携帯型の電子機器により構成される
　ことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項８】
　画像を投写表示するためのプロジェクタ本体を遠隔操作するためのリモートコントロー
ラであって、
　操作者の入力操作を許容するユーザインタフェースと、
　前記ユーザインタフェースを介する前記操作者の入力操作に基づいて、前記プロジェク
タ本体を制御するリモートコントローラ部と、
　前記プロジェクタ本体との間の双方向の通信を実行するリモートコントローラ側通信イ
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ンタフェースと、
　前記リモートコントローラ部の制御に基づいて、前記ユーザインタフェースに対応する
ユーザインタフェース画面を表示する第１の表示部と、
を備える
　ことを特徴とするリモートコントローラ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】プロジェクタ本体およびリモートコントローラを備えるプロジェクタ、リ
モートコントローラ、および、プロジェクタ本体
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